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カタールは中東
ちゅうとう

・西
にし

アジアに位置
いち

する国
くに

で、面積
めんせき

は日本
にほん

の秋田県
あきたけん

と同
おな

じくらいです。国土
こくど

の全域
ぜんいき

が砂漠
さばく

気候
きこう

で、年間
ねんかん

降水量
こうすいりょう

は約
やく

１００ｍｍです。このような気候
きこう

のことから昔
むかし

は定住型
ていじゅうがた

の暮
く

らしを営
いとな

むことがで

きず、遊牧民
ゆうぼくみん

主体
しゅたい

の文化
ぶんか

が築
きず

かれました。しかし油田
ゆでん

があるため液化
えきか

天然
てんねん

ガスによる莫大
ばくだい

な収入
しゅうにゅう

に支
ささ

えら

れ独立
どくりつ

国
こく

となりました。

＜シャワルマ＞

　ピタパンは地中海
ちちゅうかい

沿岸
えんがん

、中東
ちゅうとう

、北
きた

アフリカなどで主
おも

に食
た

べられ

ている直径
ちょっけい

２０ｃｍくらいの平
ひら

たい円形
えんけい

のパンです。

　半分
はんぶん

に切
き

ってポケット状
じょう

の空洞
くうどう

に卵
たまご

や肉
にく

、野菜
やさい

などを挟
はさ

んで食
た

べます。本場
ほんば

では煮豆
にまめ

や豆
まめ

の揚
あ

げ団子
だんご

を挟
はさ

んで食
た

べるのが好
この

まれ

ているそうです。

　ピタパンの歴史
れきし

は古
ふる

いですが、今
いま

でも平
ひら

たい円形
えんけい

の形
かたち

の原型
げんけい

を

留
とど

めています。

　シャワルマは羊肉
ひつじにく

や鶏肉
とりにく

を金属製
きんぞくせい

の棒
ぼう

に刺
さ

した状態
じょうたい

で回転
かいてん

させながら焼
や

いた料理
りょうり

です。そのまま食
た

べるよりも薄
うす

いパン

に野菜
やさい

などと一緒
いっしょ

に挟
はさ

んで食
た

べるのが定番
ていばん

です。

　給食
きゅうしょく

では鶏肉
とりにく

でシャワルマを再現
さいげん

してみました。

＜ピタパン＞

　ファトゥーシュとはグリーンサラダにホブスという薄
うす

いパンで

作
つく

ったクルトンを乗
の

せたものです。

　ファトゥーシュとは人
ひと

の名前
なまえ

です。昔
むかし

、山
やま

から逃
に

げてきた人
ひと

た

ちにファトゥーシュ氏
し

がサラダとパンをごちそうし、それを混
ま

ぜ

合
あ

わせて食
た

べたことが始
はじ

まりだと言
い

われています。

＜ファトゥーシュ＞

　レンティルスープとはレンズ豆
まめ

のスープのことで、カター

ルでは主
おも

に朝食
ちょうしょく

で食
た

べられています。具
ぐ

だくさんのものか

ら、裏
うら

ごししてポタージュのようにしたものまで様々
さまざま

です。

　レンズ豆
まめ

には鉄分
てつぶん

が豊富
ほうふ

に含
ふく

まれており、豆
まめ

の中
なか

でもトッ

プクラスです。給食
きゅうしょく

ではそんなレンズ豆
まめ

をたくさん使
つか

った具
ぐ

だくさんのレンティルスープです。

＜レンティルスープ＞
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